
目

次

告

示

△

広
域
連
合
の
設
立
の
許
可

(

市
町
行
財
政
室)

…
…
…
一

△

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
広
島
県
と
の
間
の
公
平
委

員
会
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約

(

〃

)

…
…
…
一

(

県
法
規
登
載)

△

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
の
構

造
等
変
更
許
可
申
請
の
概
要

(

環
境
対
策
室)

…
…
…
二

△

漁
業
災
害
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
漁
獲
共
済
義
務
加
入
申
込
み
に

対
す
る
同
意

(

漁
業
調
整
室)

…
…
…
二

△

漁
港
漁
場
整
備
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
物
件
の
放
置
等
禁
止
区
域

の
指
定

(

漁
港
漁
場
整
備
室)

…
…
…
二

△

漁
港
漁
場
整
備
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
物
件
の
放
置
等
禁
止
区
域

の
指
定
の
変
更

(

〃

)

…
…
…
三

△

保
安
林
の
指
定

(

治

山

室)
…
…
…
三

△

保
安
林
の
指
定
の
解
除

(

〃

)
…
…
…
三

△

土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定

(

用

地

室)

…
…
…
四

△

道
路
の
区
域
変
更(

二
件)

(

道
路
河
川
管
理
室)

…
…
…
五

△

道
路
の
供
用
開
始

(

〃

)

…
…
…
五

公

告

△

県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
樹
立

(
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良
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…
…
…
五

△

土
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改
良
事
業
施
行
認
可
申
請
の
適
否
決
定(

土
地
改
良
区)

(

福
山
地
域
事
務
所)

…
…
…
六

△

土
地
改
良
事
業
施
行
協
議
の
適
否
決
定(

市
町)

(

〃

)

…
…
…
六

教
育
委
員
会
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△
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島
県
教
育
委
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事
務
を
市
町
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処
理
す
る
特
例
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め
る
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例
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づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
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囲
を
定
め
る
規
則

六

(

県
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登
載)
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告
示

△

遊
技
機
の
型
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の
検
定
の
告
示

七

告告告

示示示

広
島
県
告
示
第
百
二
十
九
号

地
方
自
治
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
八
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
広
島

市
長
、
呉
市
長
、
竹
原
市
長
、
三
原
市
長
、
尾
道
市
長
、
福
山
市
長
、
府
中
市
長
、
三
次
市
長
、
庄
原
市
長
、

大
竹
市
長
、
東
広
島
市
長
、
廿
日
市
市
長
、
安
芸
高
田
市
長
、
江
田
島
市
長
、
府
中
町
長
、
海
田
町
長
、
熊

野
町
長
、
坂
町
長
、
安
芸
太
田
町
長
、
北
広
島
町
長
、
大
崎
上
島
町
長
、
世
羅
町
長
及
び
神
石
高
原
町
長
か

ら
申
請
の
あ
っ
た
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
一
日
付
け
で

許
可
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
三
十
号

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
七
条
第
四
項
及
び
地
方
自
治
法

(

昭
和
二

十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
九
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項

の
規
定
に
よ
っ
て
、
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
公
平
委
員
会
の
事
務
を
次
の
規
約
に
よ
っ
て
受

託
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
広
島
県
と
の
間
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託
に
関

す
る
規
約

(

公
平
委
員
会
の
事
務
の
委
託)

第
一
条

地
方
公
務
員
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号)

第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

(

以
下

｢

甲｣

と
い
う
。)

は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
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公
平
委
員
会
の
事
務
を
広
島
県

(

以
下

｢

乙｣

と
い
う
。)

に
委
託
す
る
。

(
経
費)

第
二
条

乙
が
前
条
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
た
事
務

(

以
下

｢

委
託
事
務｣

と
い
う
。)

を
処
理
す
る

場
合
に
お
い
て
要
す
る
経
費
は
、
乙
の
請
求
に
基
づ
き
甲
の
負
担
と
す
る
。

(

そ
の
他
必
要
な
事
項)

第
三
条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
と
乙
が
協
議
し
て
定

め
る
。附

則

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

広
島
県
告
示
第
百
三
十
一
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法

(

昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号)

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特

定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

二

申
請
の
内
容

№
二
〜
十
四
排
水
口

(

雨
水
排
水
口)

を
新
設
す
る
。

１

特
定
施
設
の
種
類
能
力
及
び
使
用
の
方
法

変
更
な
し

２

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

変
更
な
し

３

排
出
水
の
汚
染
状
態

№
二
〜
十
四
排
水
口

(

雨
水
排
水
口)

を
新
設
す
る
。

既
設
の
№
一
排
水
口
に
つ
い
て
は
変
更
な
し

三

事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

１

縦
覧
期
間

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日
か
ら

平
成
十
九
年
三
月
五
日
ま
で

２

縦
覧
場
所

広
島
県
環
境
部
環
境
対
策
局
環
境
対
策
室
、
広
島
県
備
北
地
域
事
務
所
厚
生
環
境
局
環
境
管
理
課
及

び
庄
原
市
環
境
建
設
部
環
境
衛
生
課

広
島
県
告
示
第
百
三
十
二
号

漁
業
災
害
補
償
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号)

第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
区
域
及
び
区
分
に
つ
い
て
、
同
意
が

あ
っ
た
も
の
と
認
め
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

広
島
県
告
示
第
百
三
十
三
号

漁
港
漁
場
整
備
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号)

第
三
十
九
条
第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
っ

て
、
第
一
種
五
日
市
漁
港
区
域
内
の
次
の
区
域
を
指
定
物
件
の
放
置
等
禁
止
区
域
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

区
域

基
点
一
か
ら
基
点
九
ま
で
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
基
点
九
と
基
点
一
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま

れ
た
区
域

二

点
の
位
置

(

標
示
角
度
は
真
北
方
位
に
よ
る
。)

基
準
点

広
島
市
佐
伯
区
海
老
山
の
国
土
地
理
院
三
等
三
角
点

｢

五
日
市｣

(

北
緯
三
四
度
二
一
分
四

二
秒
九
四
一
六
、
東
経
一
三
二
度
二
一
分
五
六
秒
四
五
五
二
、
標
高
五
三
・
二
八
メ
ー
ト
ル)

基
点
一

基
準
点
か
ら
一
九
五
度
六
分
五
〇
秒
の
方
向
二
五
二
・
〇
五
九
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
二

基
点
一
か
ら
一
六
七
度
の
方
向
七
八
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
三

基
点
二
か
ら
一
七
二
度
の
方
向
八
六
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
四

基
点
三
か
ら
二
四
三
度
の
方
向
八
六
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
五

基
点
四
か
ら
二
四
九
度
の
方
向
一
一
四
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
六

基
点
五
か
ら
二
五
五
度
の
方
向
六
六
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
七

基
点
六
か
ら
五
九
度
の
方
向
七
一
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
八

基
点
七
か
ら
六
九
度
の
方
向
一
一
四
メ
ー
ト
ル
の
点
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工
場
又
は
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

申
請

者
の

住
所

及
び

氏
名

庄
原
市
東
城
町
川
西
四
九
六
―
一

株
式
会
社
川
崎
屋

庄
原
市
東
城
町
川
西
四
九
六
―
一

株
式
会
社
川
崎
屋

代
表
取
締
役

横
山

壽
男

田
島
加
入
区

(

田
島
漁
業
協
同
組
合
の
地
区)

区

域

主
と
し
て
ふ
ぐ
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
小
型
定
置
漁

業

区

分

(定期)



基
点
九

基
点
八
か
ら
三
六
度
の
方
向
五
九
メ
ー
ト
ル
の
点

三

指
定
物
件

船
舶

四

指
定
す
る
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

広
島
県
告
示
第
百
三
十
四
号

漁
港
漁
場
整
備
法

(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号)

第
三
十
九
条
第
五
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
っ

て
、
平
成
十
三
年
広
島
県
告
示
第
五
百
十
二
号

(

指
定
物
件
の
放
置
等
禁
止
区
域
の
指
定)

で
指
定
し
た
区

域
の
う
ち
、
次
の
区
域
の
指
定
物
件
を

｢

船
舶｣

か
ら

｢

漁
船
を
除
く
船
舶｣

に
変
更
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

区
域

１

基
点
一
か
ら
基
点
四
ま
で
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
基
点
四
と
基
点
一
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲

ま
れ
た
区
域

２

基
点
五
か
ら
基
点
九
ま
で
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
基
点
九
と
基
点
五
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲

ま
れ
た
区
域

二

点
の
位
置

(

標
示
角
度
は
真
北
方
位
に
よ
る
。)

基
準
点

広
島
市
佐
伯
区
海
老
山
の
国
土
地
理
院
三
等
三
角
点

｢
五
日
市｣

(

北
緯
三
四
度
二
一
分
四

二
秒
九
四
一
六
、
東
経
一
三
二
度
二
一
分
五
六
秒
四
五
五
二
、
標
高
五
三
・
二
八
メ
ー
ト
ル)

基
点
一

基
準
点
か
ら
二
一
八
度
四
一
分
三
五
秒
の
方
向
五
三
四
・
九
六
九
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
二

基
点
一
か
ら
一
七
〇
度
の
方
向
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
三

基
点
二
か
ら
二
六
〇
度
の
方
向
九
二
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
四

基
点
三
か
ら
三
五
〇
度
の
方
向
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
五

基
準
点
か
ら
二
一
五
度
一
一
分
二
〇
秒
の
方
向
六
一
六
・
四
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
六

基
点
五
か
ら
一
七
〇
度
の
方
向
一
二
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
七

基
点
六
か
ら
二
六
〇
度
の
方
向
五
九
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
八

基
点
七
か
ら
三
〇
七
度
の
方
向
一
一
メ
ー
ト
ル
の
点

基
点
九

基
点
八
か
ら
三
五
〇
度
の
方
向
四
メ
ー
ト
ル
の
点

三

変
更
す
る
日

平
成
十
九
年
四
月
一
日

広
島
県
告
示
第
百
三
十
五
号

森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の

と
お
り
保
安
林
を
指
定
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

保
安
林
の
所
在
場
所

東
広
島
市
八
本
松
町
篠
字
タ
バ
サ
九
〇
一
の
二
、
一
〇
〇
七
、
一
〇
一
〇
、
一
〇
一
三
、
一
〇
一
四
、

一
〇
二
〇
、
一
〇
二
一
の
一
、
一
〇
二
一
の
二
、
一
〇
二
四
、
一
〇
二
五
、
一
〇
三
〇
か
ら
一
〇
三
二
ま

で
、
一
〇
三
七
、
一
〇
四
〇
、
一
〇
四
二
、
一
〇
四
五
、
一
〇
四
九
、
一
〇
五
二
、
一
〇
五
三
、
一
〇
五

七
二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

(一)

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

(二)

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

(三)

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(｢

次
の
と
お
り｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
広
島
県
農
林
水
産
部
農
林
整
備
局
治
山
室
及
び
東
広

島
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

広
島
県
告
示
第
百
三
十
六
号

森
林
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号)

第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の

と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

東
広
島
市
高
屋
町
杵
原
三
九
一
九
の
六

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅
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広
島
県
告
示
第
百
三
十
七
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ

て
、
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

起
業
者
の
名
称

庄
原
市

二

事
業
の
種
類

庄
原
市
庁
舎
建
設
事
業

(

以
下

｢
本
件
事
業｣

と
い
う
。)

三

起
業
地

(

起
業
地
及
び
収
用
す
る
物
件)

１

収
用
の
部
分

広
島
県
庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
該
当
す
る
も
の
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十

条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
庄
原
市
は
、
補
助
金
、
起
債
、
庁
舎
建
設
基
金
及
び
一
般
財
源
に
よ
り

財
源
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
条
例
に
よ
っ
て
施
設
を
管
理
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第

二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

(一)

本
件
事
業
は
、
庄
原
市
が
同
市
中
本
町
に
あ
る
庄
原
市
本
庁
舎
本
館
、
別
館
一
号
、
別
館
二
号
及

び
別
館
三
号

(

以
下

｢

現
庁
舎｣

と
い
う
。)

を
解
体
し
、
新
た
に
市
本
庁
舎
を
建
設
す
る
事
業
で

あ
る
。
庄
原
市
は
平
成
十
七
年
三
月
に
、
庄
原
市
、
西
城
町
、
東
城
町
、
口
和
町
、
高
野
町
、
比
和

町
及
び
総
領
町
の
一
市
六
町
が
合
併
し
、
新
庄
原
市
と
な
っ
た
。
こ
の
合
併
に
よ
り
市
職
員
及
び
市

議
会
議
員
が
増
加
し
、
ま
た
、
電
算
化
の
進
展
に
よ
る
端
末
の
設
置
な
ど
の
た
め
、
執
務
空
間
が
狭

隘
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
整
備
課
、
下
水
道
課
、
農
林
振
興
課
及
び
農
業
委
員
会
の
三
課
一

委
員
会
五
十
四
名
が
本
館
か
ら
四
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
広
島
県
備
北
地
域
事
務
所
庄
原
分
庁
舎
へ
、

建
設
課
二
十
一
名
が
千
二
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
広
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
庁
舎
へ
、
商
工

観
光
課
八
名
が
三
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
民
間
ビ
ル
へ
、
自
治
振
興
課
及
び
人
権
推
進
課
の
二
課
十
二

名
が
千
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ
、
環
境
衛
生
課
九
名
が
三
千
八
百
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
と
分
散
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
現
庁
舎
は
市
民
窓
口
の
混
雑
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
相
談
室
や
待
合
ス
ペ
ー
ス
狭
隘
化
及
び
駐
車
場
不
足
等
の
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
。
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
っ
て
、
現
庁
舎
及
び
新
市
誕
生
に
よ
り
分
散
化
し
た
事
務
室
を

集
約
し
、
相
談
室
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
及
び
来
客
用
駐
車
場
等
を
確
保
で
き
る
。
さ
ら
に
建
築
基
準
法

の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
れ
た
市
本
庁
舎
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
の
防
災
活
動
拠
点
や
住
民
の

避
難
地
と
し
て
の
防
災
拠
点
機
能
も
改
善
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
利
益
は
大
き
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

他
方
、
本
件
事
業
は
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
確
認
さ
れ
ず
、

希
少
な
動
植
物
が
起
業
地
及
び
そ
の
周
辺
に
存
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
か
ら
、
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ

り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

(二)

ま
た
、
庄
原
市
は
同
市
中
本
町
に
お
い
て
、
地
勢
、
利
便
性
及
び
経
済
性
等
の
諸
条
件
を
考
慮
し
、

比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
も
合
理
的
な
本
件
事
業
の
起
業
地
を
決
定
し
た
。

(三)

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

(一)

庄
原
市
の
現
庁
舎
は
、
３
で
述
べ
た
よ
う
に
、
業
務
の
円
滑
な
遂
行
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
庁
舎
は
建
物
及
び
電
気
設
備
等
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
建
築
基
準
法
の

新
し
い
耐
震
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
災
害
対
策
時
の
指
揮
、
情
報
の
発
信
及
び
収
集
、

負
傷
者
及
び
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
救
援
及
び
救
助
活
動
等
の
防
災
拠
点
の
機
能
と
し
て
も
課
題
が

あ
り
、
本
件
事
業
の
施
行
は
急
務
で
あ
る
。

(二)

起
業
地
は
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
。

(三)

本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起
業
地
全
体
に
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。

(四)

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
に
は
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
公
益
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
法

第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
庄
原
市
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、

事
業
の
認
定
を
す
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

庄
原
市
役
所
総
務
課
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広
島
県
告
示
第
百
三
十
八
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
廿
日
市
支
局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

大
竹
湯
来
線

三

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
百
三
十
九
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
備
北
地
域
事
務
所
建
設

局
庄
原
支
局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路
線
名

三
次
高
野
線

三

道
路
の
区
域

広
島
県
告
示
第
百
四
十
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
道
路
の
供
用

を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
広
島
県
土
木
部
土
木
整
備
局
道
路
河
川
管
理
室
及
び
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設

局
廿
日
市
支
局
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
、
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

公公公

告告告

土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
東
広
島

市
所
在
の
長
野
大
池
地
区
県
営
土
地
改
良
事
業

(

た
め
池
等
整
備
事
業)

計
画
を
定
め
た
の
で
、
こ
の
土
地

改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
広
島
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
八
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
法
八
十
七
条
第
十
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か

月
以
内
に
、
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
知
事

藤

田

雄

山

一

縦
覧
期
間
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大
竹
市
玖
波
六
丁
目
五
七
〇
番
六
地
先
か
ら

大
竹
市
玖
波
町
字
大
人
原
六
一
六
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

の
別

一
〇
・
五
〇
〜

四
八
・
〇
〇

四
・
八
〇
〜
一

七
・
〇
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

四
五
〇
・
〇
〇

四
五
〇
・
〇
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

拡
幅 備

考

庄
原
市
高
野
町
下
門
田
字
火
室
一
四
二
番
六
地
先
か
ら

庄
原
市
高
野
町
下
門
田
字
中
井
杤
一
五
九
番
一
地
先
ま
で

区

間

新 旧 新
旧

の
別

一
六
・
四
〇
〜

六
七
・
〇
〇

八
・
四
〇
〜
五

四
・
五
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

四
八
六
・
〇
〇

五
一
〇
・
〇
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

拡
幅 備

考

県
道
大
竹
湯
来

線 路

線

名

大
竹
市
玖
波
町
字
木
場
九
三
番
一
地
先
か
ら

大
竹
市
玖
波
町
字
大
人
原
六
一
六
番
一
地
先
ま
で

供

用

を

開

始

す

る

区

間

平
成
一
九
年
二
月
一

三
日

供
用
を
開
始
す
る
日

(定期)



平
成
十
九
年
二
月
十
三
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
五
日
ま
で

二

縦
覧
場
所

東
広
島
市
役
所

次
の
土
地
改
良
事
業
施
行
認
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の
で
、

こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
及
び
定
款
の
写
し
を
次
に
よ
り
平
成
十
九
年
二
月
十
三
日
か
ら
平

成
十
九
年
三
月
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
福
山
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
不
服

が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月

以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

次
の
土
地
改
良
事
業
施
行
協
議
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
法

(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第

九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
適
当
と
決
定
し
た
の

で
、
こ
の
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
に
よ
り
平
成
十
九
年
二
月
十
三
日
か
ら
平
成
十

九
年
三
月
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以

内
に
、
福
山
地
域
事
務
所
長
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
法
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に

不
服
が
あ
る
者
は
、
広
島
県
を
被
告
と
し
て
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六

か
月
以
内
に
、
異
議
の
申
出
に
対
す
る
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
福
山
地
域
事
務
所
長

旗

手

清

文

教教教
育育育
委委委
員員員
会会会
規規規
則則則

広
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

広
島
県
教
育
委
員
会
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
を
定
め
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
二
月
十
三
日

広
島
県
教
育
委
員
会

委
員
長

小
笠
原

道

雄

広
島
県
教
育
委
員
会
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処

理
す
る
事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則

(

趣
旨)

第
一
条

こ
の
教
育
委
員
会
規
則
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条

例

(

平
成
十
二
年
広
島
県
条
例
第
十
三
号
。
以
下

｢

特
例
条
例｣

と
い
う
。)

に
基
づ
き
、
特
例
条
例
の

平成19年 2月13日 (火曜日) 広 島 県 報 (定期) 第 6 3 0 5号

6

福
山
市
土
地
改
良
区

福
山
市
土
地
改
良
区

福
山
市
土
地
改
良
区

事

業

主

体

篠
原

矢
部

江
良 地

区

名

た
め
池
等
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

農
業
用
用
排
水
施
設
整

備
事
業

事

業

名

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

縦

覧

場

所

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

福
山
市

事

業

主

体

宮
地

門
田
農
道

箱
田
農
道

箱
田
大
西
町
水
路

唐
熊
水
路

唐
橋
水
路

丁
谷
水
路

八
尋

宮
地
大
池

丁
中
池

宮
池

本
谷
新

地

区

名

区
画
整
理
事
業

農
業
用
道
路
整
備
事
業

農
業
用
道
路
整
備
事
業

農
業
用
用
排
水
施
設
整

備
事
業

農
業
用
用
排
水
施
設
整

備
事
業

農
業
用
用
排
水
施
設
整

備
事
業

農
業
用
用
排
水
施
設
整

備
事
業

暗
渠
排
水
等
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

事

業

名

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

福
山
市
役
所

縦

覧

場

所

(定期)



定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
務
の
う
ち
教
育
委
員
会
規
則
に
基
づ
く
事
務

の
範
囲
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

(
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲)

第
二
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
は
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

附

則

こ
の
教
育
委
員
会
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公公公
安安安
委委委
員員員
会会会
告告告
示示示

広
島
県
公
安
委
員
会
告
示
第

14号

次
の
遊
技
機
は�

遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
(昭
和

60年
国
家
公
安
委
員
会
規

則
第
４
号

。以
下
｢規
則
｣
と
い
う

。)
第
６
条
に
定
め
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
の

で�
規
則
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

。

平
成

19年
２
月

13日

広
島
県
公
安
委
員
会

委
員
長�

須
司

登
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特
例
条
例
第
一
条
の
二

の
表
の
第
二
号�
に
規
定

す
る
市
町
立
学
校
職
員
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例

(

昭
和
二
十
八
年
広
島

県
条
例
第
四
十
九
号)

第

二
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例

(

昭
和
二
十
六
年
広
島

県
条
例
第
二
十
二
号)

の

施
行
に
係
る
事
務
の
う
ち
、

人
事
委
員
会
規
則
に
基
づ

く
事
務
で
あ
っ
て
別
に
教

育
委
員
会
規
則
で
定
め
る

も
の

一

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
二
十
六
年
広
島
県
人

事
委
員
会
規
則
第
四
号
。
以
下

｢

給
与
規
則｣

と
い
う
。)

に
基
づ

く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

�
給
与
規
則
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
扶
養
親
族
届
の
受

付
�
給
与
規
則
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
扶
養
親
族
届
に
係

る
事
実
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
認
定
並
び
に
そ
の
認
定
に
係
る

事
項
の
扶
養
手
当
認
定
簿
へ
の
記
載

�
給
与
規
則
第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
扶
養
事
実
等
を
証

明
す
る
に
足
る
証
拠
書
類
の
提
出
の
要
求

�
給
与
規
則
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
及
び
そ

の
扶
養
親
族
の
住
居
の
所
在
地
の
確
認

�
給
与
規
則
第
十
九
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
扶
養

親
族
の
住
居
の
所
在
地
等
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類
の
提
出
の
要

求

二

職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
三
十
三
年
広
島
県
人
事

委
員
会
規
則
第
十
六
号
。
以
下

｢

通
勤
手
当
規
則｣

と
い
う
。)

に

基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

�
通
勤
手
当
規
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通

勤
届
の
受
付

�
通
勤
手
当
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
届
に
係
る

事
実
の
確
認
及
び
通
勤
手
当
の
額
の
決
定
又
は
改
定

�
通
勤
手
当
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
勤
手
当
の
額

の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
事
項
の
通
勤
手
当
認
定
簿
へ
の
記
載

�
通
勤
手
当
規
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
勤
す
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
で
あ
る
職
員
の
認
定

�
通
勤
手
当
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
事
後
の
確
認

三

職
員
の
住
居
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
五
十
年
広
島
県

人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
。
以
下

｢

住
居
手
当
規
則｣

と
い
う
。)

に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

�
住
居
手
当
規
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
居
届
の
受
付

�
住
居
手
当
規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
住
居
届
に
係
る

事
実
の
確
認
及
び
住
居
手
当
の
月
額
の
決
定
又
は
改
定

�
住
居
手
当
規
則
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
住
居
手
当
の
月

額
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
事
項
の
住
居
手
当
認
定
簿
へ
の
記
載

�
住
居
手
当
規
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
家
賃
の
額
に
相
当
す
る

額
の
算
定

�
住
居
手
当
規
則
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
事
後
の
確
認

四

単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則

(

平
成
二
年
広
島
県
人
事
委
員
会

規
則
第
六
号
。
以
下

｢

単
身
赴
任
手
当
規
則｣

と
い
う
。)

に
基
づ

く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

�
単
身
赴
任
手
当
規
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴
任

届
の
受
付

�
単
身
赴
任
手
当
規
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴
任

届
に
係
る
事
実
の
確
認
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
月
額
の
決
定
又
は

改
定

�
単
身
赴
任
手
当
規
則
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
単
身
赴
任

手
当
の
月
額
の
決
定
又
は
改
定
に
係
る
事
項
の
単
身
赴
任
手
当
認

定
簿
へ
の
記
載

�
単
身
赴
任
手
当
規
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
後
の
確

認
�
単
身
赴
任
手
当
規
則
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
配
偶
者
等

と
の
別
居
の
状
況
等
を
証
明
す
る
に
足
る
書
類
の
提
出
の
要
求

6P
1435

6P
1416

6P
1331

6S
1090

検
定

番
号

同
上

同
上

同
上

告
示
の
日

(平
成

19年
２
月

13
日
)

か
ら
３
年
間

検
定
の
有
効

期
間

同
上

同
上

ぱ
ち
ん
こ
遊

技
機

回
胴
式
遊
技

機

遊
技
機
の

種
類

ビ
ッ
グ
バ

ン
Ｃ
３
Ｒ

ビ
ッ
グ
バ

ン
Ｃ
１
Ｒ

ビ
ッ
グ
バ

ン
Ｃ
２
Ｒ

タ
ケ
ル
Ｘ

型
式
名

同
上

同
上

株
式
会
社
大
立

代
表
取
締
役
関
山
敏
男

(愛
知
県
名
古
屋
市
緑
区
鳴

海
町
字
天
白

47番
地
２
)

清
龍
ゲ

ーム
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
代
表
取
締
役
尹
弼
暎

(東
京
都
台
東
区
東
上
野
三

丁
目

13番
６
号
)

申
請

者
名
(住
所
)

左
同

左
同

左
同

左
同

製
造
業
者
名
(住
所
)

(定期)



古紙配合率100％
白色度70％再生紙を使用しています
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8

6S
0453

6P
1385

6P
1365

6P
1381

6P
1368

6P
1395

6P
1407

6P
1411

6P
1452

6P
1448

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

回
胴
式
遊
技

機

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

バ
ト
ル
シ

ー

ザ

ーＸ
Ｘ

Ｘ
１

Ｃ
Ｒ
オ
グ

リ
キ
ャ
ッ

プ
Ｓ
Ｆ

Ｃ
Ｒ
オ
グ

リ
キ
ャ
ッ

プ
Ｓ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
Ａ
オ

グ
リ
キ
ャ
ッ

プ
Ｐ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
オ
グ

リ
キ
ャ
ッ

プ
Ｍ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
オ

ー

ク
ス
チ
ャ

ン
ス
Ｐ
Ｗ

Ｃ
Ｒ
オ

ー

ク
ス
チ
ャ

ン
ス
Ｅ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
オ

ー

ク
ス
チ
ャ

ン
ス
Ｅ
Ｆ

Ｃ
Ｒ
Ａ
侍

ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
Ｈ
Ｄ

Ｖ Ｃ
Ｒ
ビ
ッ

グ
バ
ン
Ｃ

３
Ｒ
２

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ

代
表
取
締
役
河
野
庸
規

(東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁

目
１
番
地

25)

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

同
上

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ
ア

ール
ア
ン
ド
デ
ィ

代
表
取
締
役
梅
村
義
孝

(愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸

の
内
二
丁
目

11番
13号

)

株
式
会
社
高
尾

代
表
取
締
役
内
ヶ
島
敏
博

(愛
知
県
名
古
屋
市
中
川
区

太
平
通
一
丁
目

3番
地
)

同
上

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

左
同

(定期)


